
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

屋外広告物は情報を伝えるための大切な手段で、上手に活用していけば地域の発展

にもつながります、その一方で、行き過ぎた表現や主張によって、美しい景観が損

なわれる可能性も持ち合わせています。 

法律や条例に違反しているか否かだけでなく、多くの人から愛される地域づくりを

考えていきましょう。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

審査委員長講評 

創業 62年と聞いており、その歴史ゆえ十分地

元で認知度があるからこそできるデザインと

もいえる。帆布の「天婦羅よしだや」と壁面の

同じデザインの広告のみであり、そのデザイ

ンも白黒で老舗感のある落ち着いたデザイン

となっている。店舗外観も落ち着いたもので

あり、閉店中はほとんど街に溶け込むことが

容易に想像できる。この様な抑制が効いた広

告の方が売り物（天婦羅）の質の良さが感じら

れるというものである。 

最上階部のホテルのサインも目立つ色彩の赤は使用しているものの、面積が抑えられており、ある程度目立つことを保

障しながら、嫌みを感じず、周辺の景観に溶け込んでいるといえよう。また、入口部外構のサインも色遣いを最小限に

抑え、金属製の下地に和文字でホテル名を記してあり、それなりの存在感を示すとともに適切な表示となっている。 

加えて、都市ホテルにありがちな、キャンペーン等の垂れ幕広告等が一切ないことも高く評価できる。駅前のホテルで

あり、商業的には目立ちたいところであるが、抑制のきいた広告、表示となっており好ましい事例といえよう。 
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まず集合してまとめていることが評価できる、色使いも好ましい。また、改善前も決して悪いわけではないが、

屋外広告条例の改正に伴いいち早く改善したことは、広告の景観上の影響に配慮した措置であり、裾野市の企

業体として裾野市の景観に対する責任感を強く感じ好ましい事例である。各地域の景観に影響を与える企業体

や個人営業種などの広告主がこのような意識を持てば、屋外広告が景観上の悪者でなくなると信じる。 
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